















































































































　ここで，  とすると，  または  
となって，事象A かB のどちらかが存在しな
いことになる。
　したがって，  すなわち，  であ
ることが確認できる。










































　事象A とC，A とD，B とC，B とD，C とD
については，  ，  ，









象  ,  ，  ，  に含まれる
要素の個数  には，  すなわち，
 の関係があるから，下の図（カルノー
図という）で示した四つの部分  と  



























































[例4] 機械A, B, C がそれぞれ製品全体の
































（1）　事象A，B の確率 ,  を求めよ。
（2）　  はどんな事象か。また  の
確率  を求めよ。


































































（3）　  より， 
　　


















































[問5]　囚人X が恩赦となる事象を  ，囚人
Y が恩赦となる事象を  ，囚人Z が恩赦と












C のドアが当たりの確率を  とする。
　Ａのドアが当たりの場合に司会者がB のド





































神奈川大学心理・教育研究論集　第 40 号（2016 年 11 月 30 日）
　数学という学問の合理性，発展性，ときには
神秘性をどう指導するか，数学科教員の楽しみ
は尽きない。
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